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◇
教
区
各
教
化
団
体
役
員
決
定 

新
年
度
に
入
り
、
任
期
満
了
を
迎
え
た
実
践
運
動
教
区
委
員
会
並

び
に
各
教
化
団
体
で
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
役
員

は
次
の
通
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

○
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
教
区
委
員
会 

 

副
委
員
長 

林 

史
樹
（
中
央
委
員
兼
務
・
伏
木
組
要
願
寺
） 

 

 
 
 
 
 
 

津
山
玄
亮
（
糸
岡
組
願
称
寺
・
組
長
会
推
薦
） 

○
高
岡
教
区
講
社
連
盟 

会
長 

 
 

小
林
秀
司
（
砺
波
組
二
十
二
日
講
） 

副
会
長 

 

藤
井
成
正
（
若
神
組
十
三
日
講
） 

 
 
 
 
 

松
田
吉
孝
（
川
上
組
信
楽
講
） 

監
事 

 
 

宮
長 

晋
（
射
水
組
二
十
日
講
） 

 
 

 
 
 

 
村
家
利
男
（
射
水
組
十
日
講
） 

○
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟 

委
員
長 

 

元
井
和
代
（
若
神
組
法
谷
仏
婦
） 

副
委
員
長 

笹
井
眞
祐
美
（
水
波
組
瑳
能
仏
婦
） 

大
場
洋
子
（
関
野
組
仏
子
仏
婦
） 

杉
原
郁
子
（
砺
波
組
光
厳
寺
仏
婦
） 

書
記 

 
 

林 

多
恵
子
（
伏
木
組
伏
木
仏
婦
） 

竹
林
順
子
（
糸
岡
組
宝
性
寺
仏
婦
） 

会
計 

 
 

養
藤 

薫
（
五
位
組
西
光
寺
仏
婦
） 

櫛
本
紀
美
代
（
射
水
組
香
雲
仏
婦
） 

監
事 

 
 

谷
山
節
子
（
川
上
組
信
楽
仏
婦
） 

干
場
芳
美
（
氷
見
西
組
氷
見
西
組
仏
婦
） 

○
布
教
団 

 

副
団
長 

 

織
田
隆
夫
（
五
位
組
長
光
寺
） 

福
田
慶
隆
（
五
位
組
廣
済
寺
・
青
年
布
教
使
代
表
兼
務
） 

 

※
詳
し
く
は
、
今
後
発
行
予
定
の
実
践
運
動
推
進
計
画
書
を
ご
清
覧

く
だ
さ
い
。 

 高
岡
教
区 
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念仏のこころに

生きる生活を 

念仏のこころに

生きる生活を 

宗会議員選挙人名簿の縦覧について 

中央選挙管理委員会において作製されました本年の宗会議員選挙人名簿（平成３０年４月１日現在調

査のもの）を４月２７日付で各組組長事務所に送付いたしております。 

つきましては、下記事項についてご留意いただきますようご連絡いたします。 

記 

１，選挙人名簿の縦覧期間は、平成３０年５月１５日より５月末日までの期間です。 

２，縦覧者（選挙人）は名簿の選挙人押印欄に押印しないこと。 

  ※押印した選挙人名簿は無効となり、選挙に使用できなくなります。 

３，選挙人本人又は縦覧者が、選挙人名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、訂正の申し立てをす

ることができます。 

 ※特に平成３０年４月１日時点で既に死亡されている方が記載されている場合は削除の必要がありま

すのでご注意下さい。 

※改姓・改名、所属寺変更、転入、転出については、平成３０年４月１日時点でまだ手続が完了して

いないものは、訂正の対象とはなりません。また、平成３０年４月１日の時点で成人に達していな

い方も名簿に登載しておりません。 

上記のことにご留意いただき、名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、縦覧期間内（５月１５

日から５月末日まで）に各組長事務所までご連絡下さい。                 

 以 上 

 

 

高岡教区教務所 電話 0766-22-0887 FAX0766-21-5152 

        メール info@takaoka-hongwanji.jp 
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◆
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
開
催 

 
去
る
四
月
二
十
四
日
（
火
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
高
岡

教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
百
五
十
三
名
が
参
加
し
た
。 

 

総
会
で
は
活
動
計
画
や
予
決
算
の
報
告
が
あ
り
、
今
年
度
、
こ
れ
ま
で
と

大
き
く
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
本
来
な
ら
ば
一
泊
二
日
で
あ

る
寺
院
女
性
会
連
盟
と
の
合
同
実
践
運
動
研
修
会
が
、
例
年
の
会
場
と
な
っ

て
い
る
磯
は
な
び
の
大
会
議
場
が
長
期
工
事
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度

は
会
場
を
西
本
願
寺
高
岡
会
館
と
し
、
一
日
研
修
と
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
支
援

活
動
で
は
、
例
年
は
各
単
位
会
に

支
援
米
を
募
集
し
、
宮
城
県
の
箱

塚
桜
仮
設
と
愛
島
東
部
仮
設
に

送
り
届
け
、
執
行
部
が
一
軒
一
軒

訪
問
し
配
布
す
る
と
い
う
活
動

で
あ
っ
た
が
、
箱
塚
桜
仮
設
が
三

月
末
で
廃
止
と
な
り
、
愛
島
東
部

仮
設
に
統
合
さ
れ
る
な
ど
仮
設

住
宅
が
縮
小
し
て
い
る
た
め
、
今

年
度
よ
り
支
援
米
を
募
集
せ
ず
、

ダ
ー
ナ
会
計
に
て
購
入
し
愛
島

東
部
仮
設
に
送
付
す
る
の
み
と

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

他
に
仏
教
婦
人
会
綱
領
が
改
訂

さ
れ
た
こ
と
が
併
せ
て
報
告
さ

れ
た
。 

 

総
会
後
の
昼
食
休
憩
時
間
に

は
仏
教
婦
人
会
連
盟
コ
ー
ラ
ス

「
瑠
璃
の
響
き
」
に
よ
る
讃
歌
指

導
が
あ
り
、
会
員
が
コ
ー
ラ
ス
と

共
に
仏
教
讃
歌
を
合
唱
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講
師
の
中
川
清
昭
さ
ん
（
福
岡
教
区
御

笠
組
願
應
寺
）
に
よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
、
「
『
新
』
仏
教
婦
人
会
綱
領
と
そ

の
願
い
」
と
題
し
て
、
五
十
二
年
ぶ
り
の
改
訂
と
な
っ
た
そ
の
経
緯
と
理
由
、

新
綱
領
に
込
め
ら
れ
た
願
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
お
話
し
さ
れ

た
。 

 

お
話
の
中
で
は
、「
仏
の
『
子
ど
も
』」「
み
の
り
の
『
母
』」「
念
仏
か
お
る

『
家
庭
』」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
綱
領
に
あ
っ
た
文
言
を
例
に
挙
げ
、「
生

活
様
式
や
価
値
観
の
変
化
に
よ
っ
て
、『
子
ど
も
を
持
ち
母
と
な
る
こ
と
・
家

庭
を
持
つ
こ
と
』
を
必
ず
し
も
選
択
し
な
い
女
性
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今

ま
で
の
綱
領
の
ま
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
選
択
す
る
女
性
を
排
除
し

て
し
ま
う
の
で
は
、
と
の
懸
念
か
ら
『
時
代
も
変
わ
り
、
綱
領
も
時
代
状
況

に
合
わ
せ
た
再
検
討
が
必
要
な
の
で
は
』
と
議
論
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
」「
新

綱
領
の
作
成
に
当
た
っ
て
念
頭
に
置
い
た
こ
と
は
『
女
性
ら
し
さ
』
と
い
う

束
縛
か
ら
の
解
放
で
し
た
」
と
、
女
性
に
求
め
る
役
割
や
言
動
と
い
う
社
会

か
ら
の
同
調
圧
力
を
排
除
し
た
内
容
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
読
み
上
げ
た
だ

け
で
内
容
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
解
説
の
必
要
の
な
い
綱
領
に
す
る
こ
と
に

主
眼
を
置
い
て
作
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
上
で
「
綱
領
に
限
ら
ず
、
食
前
の
こ
と
ば
や
恩
徳
讃
な
ど
浄
土
真
宗

に
は
皆
で
唱
和
す
る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
そ
こ
に

込
め
ら
れ
た
願
い
や
こ
こ
ろ
を
自
ら
が
省
み
、
実
践
し
て
行
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
仏
教
婦
人
会
は
人
と
人
と
の
あ
た
た
か
さ
、
出
会

い
と
よ
ろ
こ
び
の
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。 

        

 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

得度習礼講習会のお知らせ 

  

この度、本年度の講習会を下記

のとおり開催いたします。 

「得度願」提出予定の方には受

講が、原則、必須となっておりま

すので、講習内容の自己研鑚を含

め、予めご準備よろしくお願いい

たします。 

尚、詳細は教区報６月号に同封

させていただきます。 

 

記 

１．期日 ８月２１日（火） 

～２２日（水） 

２．会場 福光教堂 

（南砺市福光９７４－２） 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
・
総
会
研
修
会
か
ら 

去
る
四
月
二
十
三
日
午
後
二
時
か
ら
、
本
願
寺
福
井
別
院
に
て
北
陸
同
朋

運
動
推
進
協
議
会
の
総
会
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
事
業

報
告
、
会
計
決
算
報
告
、
並
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
案
、
会
計
予
算
案
、

役
員
改
選
案
の
上
程
、
承
認
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
事
務
局
担
当
も
高
岡
か

ら
今
年
度
よ
り
福
井
教
区
と
な
り
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員
の

池
田
清
郎
さ
ん
か
ら
、「『
部
落
差
別
解
消
推
進
法
』
の
成
立
と
北
陸
三
県
の

課
題
」
と
の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
問
題
提

起
と
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
が
成
立
し
た
経

緯
と
、
そ
の
背
影
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
ず
北

陸
三
県
の
中
で
も
、
福
井
と
石
川
・
富
山
で
は
、
こ
の
部
落
差
別
問
題
の
認

識
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
石
川
・
富
山
で
は
『
部

落
は
存
在
し
な
い
』
と
し
て
福
井
と
は
異
な
り
、
同
和
対
策
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
部
落
差
別
に
取
り
組
む
組
織
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
様
な
背
景
の
な
か
で
、
実
際
に
は
部
落
差
別
を
原
因
と
す
る
様
々
な
問
題

が
起
き
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
行
政
に
お
い
て
は
未
だ
に
真
摯
な
対
応
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
石
川
の
県
民
意
識
調
査
で
は
部
落
差
別
を
容
認
す
る
回
答
が
五
割

近
く
を
占
め
、
他
県
と
比
べ
て
も
高
い
数
字
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
結
果
に
対
す
る
石
川
県
職
員
の
分
析
が
「
若
年
層
の
人
権
意
識

が
低
い
の
は
、
現
在
の
生
活
が
厳
し
い
こ
と
に
よ
り
、
人
権
を
身
近
な
問
題

と
し
て
理
解
で
き
な
い
ほ
か
、
学
校
で
教
わ
っ
た
記
憶
が
薄
ら
い
で
い
る
」

と
の
驚
く
べ
き
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
言
の
問

題
は
、
実
際
に
は
石
川
県
の
学
校
教
育
で
人
権
を
詳
細
に
取
り
上
げ
て
い
な

い
、
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
図
ら
ず
も
こ
の
県
職
員

自
身
の
「
人
権
意
識
の
低
さ
」
が
露
呈
さ
れ
た
場
面
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。 

 

さ
ら
に
富
山
県
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
人
権
問
題
が
県
民
生
活
課
の
単
な

る
所
管
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
ず
、
推
進
す
る
体
制
や
人
材
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
県
の
県
民
生
活
課
は
最
近
で
も
、
二

〇
一
六
年
に
富
山
市
内
で
惹
起
し
た
差
別
用
語
を
用
い
た
張
り
紙
事
件
に
対

し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
わ
ず
放
置
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
姿
勢
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

か
つ
て
、
国
の
同
和
対
策
審
議
会
が
行
っ
た
被
差
別
部
落
の
実
態
調
査
に

対
し
て
、
富
山
県
は
「
県
内
に
は
部
落
差
別
は
無
い
」
と
し
て
協
力
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
「
差
別
の
有
無

で
は
な
く
当
該
自
治
体
の
姿
勢
の
反
映
」
で
あ
る
と
厳
し
く
指
摘
し
て
い
ま

す
。
五
十
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
姿
勢
が
全
く
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
を

感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
今
回
、
施
行
さ
れ
た
こ
の
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

が
行
政
の
取
り
組
み
を
促
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
け
人
権
意
識
が
向
上

す
る
大
き
な
転
換
と
な
る
願
い
を
提
示
さ
れ
講
義
が
終
り
ま
し
た
。 

こ
の
北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
が
掲
げ
る
「
さ
ら
な
る
運
動
の
広
ま
り

と
深
ま
り
を
願
い
、
差
別
・
被
差
別
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
全
て
の
人
々
と

の
連
帯
」
が
、
よ
り
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。 

【
教
区
同
朋
専
門
委
員
会
委
員 

山
名
一
徳
】 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎５／19（土）：花岡 尚樹 氏 

（本願寺派布教使・奈良県浄迎寺住職・あそかビハーラ常駐僧侶） 

自分らしく過ごす大切な時間  

◎５／26（土）：花岡 尚樹氏 

（本願寺派布教使・奈良県浄迎寺住職・あそかビハーラ常駐僧侶） 

見つめ直す「いのち」 

□５／27（日）：未 定 

（高岡教区） 

◎６／２（土）：白川 憲仁 氏 

（本願寺派布教使・東京都正法寺副住職） 

こ こ だ よ と 喚 ぶ 声  

◎６／９（土）：白川 憲仁 氏 

（本願寺派布教使・東京都正法寺副住職） 

か く れ ん ぼ  

□６／10（日）：未  定 

（富山教区） 

◎６／16（土）：白川 憲仁 氏 

（本願寺派布教使・東京都正法寺副住職） 

正 法 寺 の ご 縁  

   ◇これからの日程（５/１４～６/１４）◇  

 ５月 教区・財団行事 教化団体・組行事  
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24 

25 

 

28 

30 

 

６月 
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６ 

 

 

７ 
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常例法座 

 

 

 

 

 

 

 

聖典セミナー 

 

 

 

教区委員研修会（～31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常例法座 

 

寺女役員会 

仏壮第 2回実行委員会 

布教団役員会 

仏婦常任委員会 

同朋委員会 

 

長寿苑ビハーラ 

 

連区仏婦大会 

連区門推研修会（～26） 

ヤスクニ委員会 

 

 

 

非戦平和学習会 

雨晴苑ビハーラ 

第２連区布教団連絡協議

会（富山） 

少年連盟連絡協議会 

（～８）（東海） 

講社総会 

ビハーラ総会 

ブロック組長会打ち合わ

せ会（富山） 

矯正連盟名古屋支部総会 

富山龍谷教学会議例会 

少年連盟総会 

 

     

     

      

【西本願寺高岡会館６月の常例法座】 

ご講師：   百 山 純 哉  氏 

（ 富 山 教 区 ） 

ご講題：『世のなか安穏なれ 仏法広まれ』 
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょ

うか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  

一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 

・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  


